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堤防とその周辺の施設と調和を図りつつ、一体と

なって堤防を整備している場所があります。

出典：長岡市,2004,水道公園

千秋が原ふるさとの森・桜づつみ
千秋が原ふるさとの森や
桜づつみと堤防の一体整備
を行っています。ここは、
ジョギング、サイクリング
や桜の観賞等、広く市民の
憩いの場となっています。

図11.1.3 桜づつみ

長岡市水道公園
長岡市水道公園は水道タン
クやポンプ棟などの歴史ある
建物を保存しながら、歴史と
文化を伝えるやすらぎの場と
して、堤防と一体となって整
備された公園です。

図11.1.2 一体となって整備された堤防

図11.2.2 一体となって整備された堤防

図11.2.1 位置図

図11.1.1 位置図

図11.1.4 新潟県立美術館付近の堤防

長岡大橋より上流を望む

新潟県立近代美術館等の千秋が原ふるさと
の森や桜づつみと堤防、そして自然あふれ
る河川敷が一体となっているのがよくわか
ります。

トイレ兼展望台より上流を望む

図11.3.1 地盤高を色で表した平面図
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この平面図は、地盤高を色で表したもの
です。
新潟県立近代美術館付近、水道公園付近

と堤防が同じような色となっており、一体
となって整備されている状況がわかります。
また、堤防はオレンジ色で周辺地盤より

高くなっており、堤防によって私たちの暮
らしが守られていることがわかります。

本来の堤防緩傾斜堤 新潟県立近代美術館
と一体となった盛土

図11.2.3 長岡市水道公園付近の堤防

本来の堤防
緩傾斜堤 長岡市水道公園と

一体となった盛土
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